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【背景】 
高齢者に投票率が偏ることで政治的影響力が高まり高齢者向けの
政策が行われるシルバーデモクラシーが問題になっている。私た
ちの持続可能な将来を実現するためには若者の投票率を上げる必
要があります。 
【研究意義】 
若者の投票率を上げてシルバーデモクラシーを解消し、若者の意
見が政治に反映されるような状況を作るための戦略を示す。 
 

若者の投票率向上について 

【アウトライン】 
1. 現状と課題 
2. 施策①大学での講義 
3. 施策②選挙フェス 



             

             

             

             

              

出見世ゼミナールデフ班 

[アウトラインと意義] 

 現在日本の企業では、障害者雇用促進法によって一定の割合で障がい者の雇用が求められている。しかし、聴覚障がい者

に関しては職場でコミュニケーションをとるのが困難なことから、単純作業の仕事が多くなることや退職するケースがある。 

では、どのような活動を行えば聴覚障がい者と健聴者双方が理解を深め、コミュニケーション能力を向上させることがで

きるのだろうか。本発表では企業の CSR活動に絡めた持続的な提案を行い、聴覚障がい者・健聴者共に企業で活躍するため

の一助になることを狙いとしている。 

 

 課題発見 

インタビュー・イベントから               企業で働く聴覚障がい者 

 

 

 

 

 

聴覚障がい者と健聴者のコミュニケーションに関する 

企業による CSR活動の提案 

聴覚障がい者と健聴者 

双方が壁を感じている 
 

壁を感じなかった 

子供の頃からの 

健聴者との関わり 

考察 

 企業の CSR活動として 

聴覚障がい児に向けたコミュニケーション能力向上の 

ためのふれあいの場を提供する 
 

 

 

 

 

 

聴覚障がい者の 

メリット 

健聴者の 

メリット 

事例検証 

 

＜中外製薬＞ 

① 地域の学校と連携 

② 聴覚障がいの社員と連携 

 

＜横河電機＞ 

① 地域社会との連携 

② 自社の施設や人材の活用 

 

 

 

 

最終提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらを活用し、企業が持続的な CSR活動として聴覚障がい児と健聴者の 

コミュニケーションの場を提供すべきである。 

 

 

地域社会 

との連携 

企業の特徴

を活かす 
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